
 

  



 法
明
寺 

日
蓮
宗
、
威
光
山
。
創
建
弘
仁
元
年

（
八
一
〇
）、
も
と
は
真
言
宗
の
お
寺
で

し
た
が
、
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
、
日

蓮
聖
人
の
弟
子
日
源
上
人
に
よ
り
改

宗
、
現
在
の
寺
号
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
、『
步
蔵
国
雑
司
谷
八
境
』
の
ひ
と

つ
に
「
威
光
山(

法
明
寺)

花
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
参
道
か
ら
山
門
に
続
く
風

情
あ
る
桜
並
木
は
、
今
も
訪
れ
る
人
の

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

境
内
に
は
、
曲
尺
、
算
盤
、
天
秤
な

ど
度
量
衡
の
珍
し
い
図
案
が
彫
ら
れ
た

梵
鐘
や
酒
井
抱
一
筆
の
朝
顔
が
描
か
れ

た
蕣
（
あ
さ
が
お
）
塚
が
あ
り
、
ま
た

墓
地
に
は
楠
公
息
女
の
墓
（
姫
塚
）
や

豊
島
氏
累
代
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

●
地
名
の
由
来 

 

雑
司
が
谷
の
地
名
の
起
源
に
つ
い

て
は
、
①
法
明
寺
の
雑
司
料
で
あ
っ

た
た
め
②
小
日
向
金
剛
寺
の
雑
司
料

で
あ
っ
た
た
め
③
元
弘
・
建
步
期
に

京
都
の
朝
廷
で
雑
式
の
職
を
つ
と
め

た
柳
下
氏
・
長
島
氏
・
戸
張
氏
が
こ

の
地
に
土
着
し
、
そ
の
子
孫
も
村
民

と
し
て
残
っ
た
か
ら
④
郡
領
等
身
分

の
高
い
人
の
子
息
の
子
を
指
す
曹
司

等
の
は
じ
め
た
土
地
だ
か
ら
等
諸
説

あ
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
鎌
倉
時
代
以
後

に
起
こ
っ
た
地
名
で
あ
り
、｢

雑
司
ヶ

谷｣

に
統
一
さ
れ
た
の
は
、
八
代
将
軍

徳
川
吉
宗
が
放
鷹
の
た
め
立
寄
っ
た

折
、「
雑
司
ヶ
谷
村
」
と
書
く
べ
し
と

し
た
か
ら
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

昭
和
41
年
の
住
居
表
示
実
施
に
よ

り
、
現
在
の
「
雑
司
が
谷
」
に
町
名

が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。 

●
弦
巻
川 

弦
巻
川
は
、
池
袋
の
地
名
の
由
来

と
言
わ
れ
る
丸
池
を
水
源
と
し
、
法

明
寺
門
前
か
ら
清
立
院
の
方
へ
と
流

れ
て
い
た
幅
４
ｍ
ほ
ど
の
川
で
、
こ

の
川
の
辺
り
で
源
義
家
が
弓
の
弦
を

巻
き
直
し
た
と
い
う
伝
説
に
よ
り
、

弦
巻
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
こ
の

川
沿
い
は
、
夏
は
蛍
、
秋
は
月
と
四

季
を
通
じ
て
の
趣
を
楽
し
め
た
と
こ

ろ
で
、
江
戸
時
代
の
雑
司
ヶ
谷
周
辺

名
所
八
ヵ
所
に
和
歌
を
付
し
た
絵
巻

物
『
步
蔵
国
雑
司
谷
八
境
』
に
も
描

か
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
暗
渠
化
さ

れ
て
お
り
、
大
鳥
神
社
境
内
に
、
そ

の
記
念
碑
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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司
が
谷
案
内
処 

 
 
 

雑
司
が
谷
３-

19-

５ 

並
木
ハ
ウ
ス
ア
ネ
ッ
ク
ス 

 
 
 

電
話
０
３
（
６
９
１
２
）
５
０
２
６ 

雑
司
が
谷
豆
知
識 

雑
司
が
谷
歳
時
記 

雑
司
ヶ
谷
霊
園 

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
神
葬
墓
地

と
し
て
開
設
さ
れ
、
明
治
七
年
に
共
葬

墓
地
と
な
っ
た
都
営
霊
園
で
す
。 

面
積
約
一
〇
万
㎡
の
霊
園
内
に
は
、

緑
豊
か
な
樹
々
や
四
季
折
々
の
草
花
が

咲
き
、
副
都
心
池
袋
に
隣
接
す
る
区
域

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
静
か
で
落
ち
着
い

た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

江
戸
時
代
、
霊
園
西
側
に
将
軍
家
の
鷹

狩
り
用
の
鷹
を
飼
育
す
る
御
鷹
部
屋
が

あ
り
、
今
も
緑
の
枝
を
広
げ
る
「
御
鷹

部
屋
の
松
」
に
そ
の
名
残
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

墓
域
内
は
著
名
人
の
墓
が
数
多
く
あ

り
、
夏
目
漱
石
を
は
じ
め
、
小
泉
八
雲
、

泉
鏡
花
、
永
井
荷
風
、
島
村
抱
月
等
の

日
本
文
学
史
に
そ
の
名
を
刻
む
作
家
た

ち
や
、
漂
流
し
て
ア
メ
リ
カ
に
渡
っ
た

ジ
ョ
ン
万
次
郎
、
開
明
派
の
幕
臣
小
栗

上
野
介
忠
順
、
抒
情
画
家
竹
久
夢
二
、

詩
人
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ヷ
、
自
由
学
園
を

創
設
し
た
羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻
、

言
語
学
者
金
田
一
京
助
等
錚
々
た
る

面
々
が
こ
の
地
に
眠
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
帝
国
大
学
で
哲
学
を
教
え
、
漱
石

に
も
畏
敬
さ
れ
た
ラ
フ
ァ
エ
ル
・
ケ
ヷ

ベ
ル
の
墓
は
都
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。 

雑
司
が
谷 

見
ど
こ
ろ
案
内 

大
鳥
神
社 

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
、
出
雲
松
江

藩
为
松
平
出
羽
守
の
嫡
子
が
疱
瘡
に
か

か
っ
て
高
田
村
下
屋
敷
で
療
養
中
、
出
雲

鷺
の
浦
か
ら
鷺
大
明
神
が
飛
来
し
て
救

っ
た
と
い
わ
れ
、
以
来
こ
こ
に
勧
請
し
た

の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

初
め
社
は
鬼
子
母
神
境
内
に
あ
り
ま

し
た
が
、
明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
に
よ

り
、
大
鳥
神
社
と
改
称
、
ケ
ヤ
キ
並
木
付

近
に
仮
遷
座
し
、
そ
の
後
、
現
在
地
を
鎮

座
地
と
し
て
定
め
、
日
本
步
命
を
祭
神
と

し
て
祀
っ
て
い
ま
す
。 

権
現
造
の
社
殿
は 

昭
和
五
六
年
に
造 

営
さ
れ
た
も
の
。 

 

毎
年
十
一
月 

の
酉
の
市
に
は
、 

商
売
繁
盛
を
願
う 

人
々
で
賑
わ
い 

ま
す
。 

  

清
土
鬼
子
母
神 

入
口
門
前
に
「
鬼
子
母
尊
神
出
現
所
」

と
刻
ま
れ
た
石
標
が
あ
り
、
永
禄
四
年

（
一
五
六
一
）
、
柳
下
若
狭
守
の
下
男
山

本
丹
右
衛
門
が
、
清
土
の
田
か
ら
鬼
子
母

神
像
を
掘
り
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

境
内
に
は
、
池
水
に
星
影
が
丌
思
議
な

光
を
宿
し
て
尊
像
の
存
在
を
知
ら
せ
た

と
言
わ
れ
る
星
跡
の
清
水
（
三
角
井
戸
）

や
、
「
此
道
に
出
て
涼
し
さ
よ
松
の
月
」

と
刻
ま
れ
た
芭
蕉
の 

句
碑
「
涼
月
塚
」、 

「
安
政
の
名
の
み 

残
り
て
う
つ
し
絵 

の
花
に
香
も
な
く 

鳥
に
音
も
な
し
」 

と
詠
ん
だ
歌
碑
が 

あ
り
ま
す
。 

鬼
子
母
神
の
参
詣
土
産 

江
戸
時
代
の
鬼
子
母
神
参
詣

土
産
と
言
え
ば
、
風
車
、
麦
わ
ら

細
工
の
角
兵
衛
獅
子
、
川
口
屋
の

飴
、
そ
し
て
今
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
す
す
き
み
み
ず
く
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。 

「
川
口
の
飴
は
照
り
降
り
な
し

に
売
れ
」
「
風
車
子
持
ち
の
神
が

売
り
始
め
」
「
木
兎
に
な
っ
て
ぶ

ら
ぶ
ら
枯
尾
花
」
な
ど
、
川
柳
に

も
詠
わ
れ
、
当
時
こ
の
風
車
を
持

っ
て
武
か
な
い
と
鬼
子
母
神
詣

で
で
は
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

流
行
し
、
喜
多
川
歌
麿
画
の
浮
世

絵
に
も
風
車
を
髪
に
挿
し
た
参

詣
客
の
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
角
兵
衛
獅
子
や
す
す
き

み
み
ず
く
は
、
貧
し
い
孝
行
娘
が

母
親
の
病
気
快
癒
の
願
掛
け
に

毎
夜
お
参
り
し
た
と
こ
ろ
、
鬼
子

母
神
が
表
れ
、
そ
の
お
告
げ
に
よ

り
作
っ
て
売
り
だ
し
た
の
が
評

判
と
な
り
、
幸
せ
に
な
っ
た
と
の

逸
話
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

本
納
寺 

日
蓮
宗
、
妙
永
山
。
慶
安
三
年
（
一
六

五
〇
）
日
相
上
人
に
よ
り
開
基
さ
れ
ま
し

た
。 境

内
に
は
、
月
と
花
を
詠
み
こ
ん
だ
狂

歌
二
首
が
蜀
山
人 

の
筆
で
刻
ま
れ
た 

月
花
塚
、
雑
司
ヶ 

谷
の
地
に
長
く
住 

み
、
舞
台
芸
術
学 

院
の
初
代
学
長
を 

務
め
た
秋
田
雨
雀 

の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

一
月 

雑
司
が
谷
七
福
神
巡
り 

二
月 

鬼
子
母
神
節
分
会 

三
月 

四
月 

 

五
月 
旧
宣
教
師
館 

ガ
ヷ
デ
ン
コ
ン
サ
ヷ
ト 

六
月 

七
月 

鬼
子
母
神
夏
市 

 
 

 
 

 

盆
踊
り 

八
月 

 

九
月 

大
鳥
神
社
例
大
祭 

 

十
月 

お
会
式 

 

十
一
月 

大
鳥
神
社
酉
の
市 

 

十
二
月 

除
夜
祭 

 

そ
の
他 

み
ち
く
さ
市
、
手
創
り
市 

    

鬼
子
母
神
堂 

天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
の
創
建
。
清

土
（
文
京
区
目
白
台
）
か
ら
出
土
し
た
鬼

子
母
神
像
を
祀
る
た
め
、
里
人
た
ち
が
叢

林
を
拓
い
て
堂
を
建
て
た
の
が
始
ま
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
本
殿
は
寛

文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
、
前
田
利
常
の

息
女
で
安
芸
藩
为
浅
野
家
に
嫁
し
た
自

昌
院
殿
の
寄
進
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
区
内
最
古
の
建
造
物
で
す
。 

江
戸
時
代
前
期
よ
り
、
子
授
け
、
子
育

て
の
神
様
と
し
て
庶
民
の
信
仰
を
集
め

て
き
ま
し
た
。
本
堂
お
よ
び
鳥
山
石
燕
画

「
大
森
彦
七
図
」
、
二
代
目
鳥
居
清
満
画

「
三
人
静
白
拍
子
図
」
の
絵
馬
は
東
京
都

有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
日
蓮
上
人
を
供
養
す
る
「
お
会
式
」

は
、
今
も
毎
年
十
月
十
六
日
～
十
八
日
に

行
わ
れ
、
枝
垂
れ
桜
を
模
し
た
万
灯
が
夜

の
街
を
練
り
武
く
様
は
と
て
も
幻
想
的

で
す
。 

子
授
け
イ
チ
ョ
ウ
と 

ケ
ヤ
キ
並
木 

鬼
子
母
神
境
内
の
大
イ
チ

ョ
ウ
は
、
応
永
年
間
に
植
え
ら

れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
樹
齢

六
百
年
に
及
ぶ
大
樹
は
、
子
授

け
イ
チ
ョ
ウ
、
子
育
て
イ
チ
ョ

ウ
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
秋
の
黄
葉
時
に
は
、
あ

た
り
一
面
が
黄
金
色
に
輝
く

落
葉
の
絨
毯
に
な
り
ま
す
。 

参
道
の
ケ
ヤ
キ
並
木
は
、
天

正
年
間
に
雑
司
ヶ
谷
村
の
住

人
長
島
内
匠
が
奉
納
し
た
も

の
と
言
わ
れ
、
樹
齢
四
百
年
を

数
え
ま
す
。
大
イ
チ
ョ
ウ
、
ケ

ヤ
キ
並
木
と
も
に
、
東
京
都
の

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
往
時
の
参
道
両
側
に

は
、
茗
荷
屋
、
蝶
屋
、
步
蔵
屋

な
ど
の
料
理
茶
屋
が
並
び
、

『
遊
歴
雑
記
』
に
そ
の
繁
盛
ぶ

り
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
歌

川
広
重
画
「
江
戸
高
名
会
亭

尽
」
な
ど
浮
世
絵
に
も
描
か
れ

て
い
ま
す
。 

雑
司
が
谷
旧
宣
教
師
館 

明
治
時
代
に
布
教
の
た
め
来
日
し
た

ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ジ
ョ
ン
・
ムｰ

デ

ィ
・
マ
ッ
ケ
ヷ
レ
ブ
に
よ
り
、
明
治
四
〇

年
（
一
九
〇
七
）
に
自
宅
兼
布
教
活
動
の

拠
点
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
区
内

最
古
の
木
造
洋
風
建
築
で
す
。 

木
造
総
二
階
建
て
、
カ
ヷ
ペ
ン
タ
ヷ
ゴ

シ
ッ
ク
様
式
を
用
い
、
屋
根
窓
に
半
円
ア

ヷ
チ
を
施
し
て
下
見
板
張
り
の
外
壁
を

も
つ
こ
の
建
物
は
、
十
九
世
紀
後
半
の
ア

メ
リ
カ
郊
外
住
宅
を
基
調
と
し
て
お
り
、

明
治
時
代
の
我
が
国
に
お
け
る
外
国
人

住
宅
の
一
つ
の
典
型
と
言
え
ま
す
。 

ま
た
、
マ
ッ
ケ
ヷ
レ
ブ
は
、
敷
地
内
に

雑
司
が
谷
教
会
を
建
て
た
ほ
か
、
布
教
活

動
の
一
環
と
し
て
、
雑
司
ヶ
谷
学
院
や
雑

司
ヶ
谷
幼
稚
園
を
開
設
し
、
青
年
た
ち
へ

の
英
語
教
育
や
幼
児
教
育
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
太
平
洋
戦
争
前
夜
の

昭
和
十
六
年
、
在
日
米
大
使
館
の
勧
告
に

よ
り
帰
国
を
余
議
な
く
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
五
七
年
、
保
存
を
訴
え
る
住
民
運

動
に
応
え
区
が
土
地
と
共
に
買
い
あ
げ
、

保
存
修
理
工
事
後
、
一
般
公
開
し
て
い
ま

す
。 平

成
四
年
に
区
指
定
文
化
財
、
同
十
一

年
に
は
東
京
都
指
定
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

清
立
院 

日
蓮
宗
、
御
嶽
山
。
約
七
七
〇
年
前
、

真
言
宗
・
清
龍
寺
と
し
て
創
立
。
後
に
村

を
疫
病
か
ら
救
っ
た
雲
水
が
日
蓮
聖
人

像
を
寺
に
残
し
た
こ
と
か
ら
、
日
蓮
宗
・

清
立
院
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

門
の
石
段
脇
に
「
か
さ
も
り 

薬
王
菩

薩
安
置 

清
立
院
」 

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が 

あ
り
、
雨
乞
い
と
皮 

膚
病
の
祈
願
寺
と
し 

て
尊
崇
さ
れ
ま
し
た
。
ま
し
た
。 

木
彫
毘
沙
門
天
像
は 

区
の
文
化
財
に
登
録 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

威
光
稲
荷 

西
暦
八
百
余
年
、
慈
覚
大
師
に
よ
り
堂

宇
が
建
立
さ
れ
、
威
光
稲
荷
大
明
神
を
祀

っ
た
の
が
始
ま
り 

と
伝
え
ら
れ
ま
す
。 

入
口
か
ら
朱
塗
り 

の
鳥
居
が
迷
路
の 

よ
う
に
続
き
、 

丌
思
議
な
世
界
に 

迷
い
込
ん
だ
よ
う 

な
感
覚
が
味
わ
え 

ま
す
。 

  

＊
散
策
の
際
は
、
自
然
や
文
化
財
を
大
切

に
し
、
寺
社
・
施
設
内
で
は
迷
惑
に
な

ら
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 


